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号号ののおおももなな内内容容
● 福知山リポート
●市内のおススメスポット①
●４月開校「夜久野学園」
●福知山市暴力団排除条例を制
　定しました
●愛されるKTRへ
●シリーズ「介護について考え
　よう！」
●成美大学に聞いてみよう！
●健康増進計画　知っ得シリー
　ズ　ほか

2
1

ドッコちゃん ドッコちゃん 酒呑童子 酒呑童子 

福知山市のイメージキャラクター 福知山市のイメージキャラクター 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、写真（L判）を１枚差し上げます。■市長公室広報係（℡２４-７０００）

　戦国武将　 明  智  光  秀 が 祀 られ、 恵  比  須 神社があることでも親しまれて
あけ ち みつ ひで まつ え び す

いる 御  霊 神社で１月９日（水）・１０日（木）、恒例の「初えびす」が行われました。
ご りょう

　私は大学時代“えびす像”が日本で最も多い“佐賀県佐賀市”で過ごした
身。さっそく出かけると、 境  内 には、高さ２㍍程もある大きな“えびす像”が

けい だい

あり、訪れた参拝者を素敵な“えびす顔”で出迎えてくれました。
　御霊太鼓保存会のみなさんによる和太鼓演奏を 拝  聴 したほか、誘われ

はい ちょう

るまま甘酒をいただき、今年の運試しにと福引きにも挑戦。見事２等が当
たり、身も心もとても温まりました。両日とも訪れましたが、人の往来が
絶えることはなく、とても賑わっていました。
　春になれば、この周辺は「福知山お城まつり」や「桜」の花見スポットと
しても賑わいます。「桜」は日本の国花の一つ、花言葉は「心の美」、花見が
日本独特の文化であるように、日本人に最も似合う花ですね。今から開花
が楽しみです。
　また、近くにある映画館とその隣の建物との隙間には、世界的に有名な
ヒーローが市民の生活を見守ってくれています。そのヒーローとは一体
誰でしょうか？　ぜひ一度、広小路通りを歩いて、あなたの目で確かめて
みてくださいね。

　　（このほかの福知山リポートもご覧ください→２㌻目へ）

毎年恒例の「初えびす」の様子。
御霊神社（西中ノ町）にて

高さ約 2㍍の“えびす像”

福知山リポート
谷内 雅範
たに うち まさ のり福知山市広報特派員　

ドッコイセリポーター
（尾藤在住）
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福知山リポート 福知山リポート 福知山リポート ―ふるさとの魅力を伝えます― 
　

１
月　

日（
日
）三
段
池
公
園
総
合
体
育
館
（
猪
崎
）
で
平
成　

年
成
人

１３

２５

式
が
あ
り
、
新
成
人
７
７
５
人
の
う
ち
６
５
０
人
が
出
席
さ
れ
、
参
加
率

は
過
去
最
高
の　

・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

８３

　

松
山
市
長
か
ら
は
「
い
つ
ま
で
も
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
生
き
方
を

し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
が
あ
っ
た
ほ
か
、
新
成
人
を
代
表
し
て 
八  
瀬  
寿  
史 

や 

せ 

と
し 
ふ
み

さ
ん
が
市
民
憲
章
の
朗
読
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た「
新
成
人
の
主
張
」

と
し
て
、 
谷  
尻  
早 
さ
ん
、 
向  
山  
朋  
宏 
さ
ん
、 
植  
村  
美  
奈  
子 
さ
ん
の
３
人
が
、

た
に 
じ
り 
さ
き 

む
こ
う 
や
ま 
と
も 
ひ
ろ 

う
え 
む
ら 

み 

な 

こ

新
た
な
門
出
に
あ
た
っ
て
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

７
７
５
人
が
新
成
人

　
　
　

三
段
池
公
園
で
成
人
式

福
知
山
市
広
報
特
派
員

ド
ッ
コ
イ
セ
リ
ポ
ー
タ
ー

 
松 　
 
田 　
 
寛 　
 
之 

ま
つ 

だ 

ひ
ろ 

ゆ
き

（
和
久
寺
在
住
）

 植  村  美  奈  子 さん
うえ むら み な こ

 向  山  朋  宏 さん
むこう やま とも ひろ

 谷  尻 　 早 さん
たに じり さき

 八  瀬  寿  史 さん
や せ とし ふみ

　

連
載
２
回
目
の
今
回
は
、
児
童
科
学
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
現
在
投
影

中
の
番
組
を
紹
介
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
作
家
・ 
宮  
沢  
賢  
治 
さ
ん
の
童
話
「
雪
渡
り
」
を
ご
存
じ
で

み
や 
ざ
わ 
け
ん 

じ

し
ょ
う
か
。
キ
ツ
ネ
の
「
幻
灯
会
（
上
映
会
）」
に
招
待
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち

と
キ
ツ
ネ
の
交
流
を
描
い
た
物
語
で
す
。
現
在
投
影
中
の
番
組
は
、
こ
の
作

品
を
モ
チ
ー
フ
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、タ
イ
ト
ル
は「
星
夜
の
幻
灯
会
」。主
人

公
の
キ
ツ
ネ
・
紺
三
郎
と
人
間
の
兄
妹
が
季
節
の
星
座
を
学
び
、キ
ツ
ネ
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て「
信
じ
る
心
」を
育
む
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
時
上
映
の「
星
時
間
・
冬
」は
、明
る
い
星
が
い
っ
ぱ
い
で
に
ぎ
や
か
な
冬

の
星
座
の
解
説
と
、星
座
に
ま
つ
わ
る
神
話
が
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て

い
て
、「
星
座
」や「
天
文
」を
楽
し
く
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
番
組
は
、２
月　

日（
日
）ま
で
で
す
。

２４

　

ま
た
、
子
ど
も
向
け
番
組
「
魔
法
使
い
リ
リ
ー
」
な
ど
も
、
土
・
日
・
祝

日
の
午
後
１
時　

分
か
ら
上
映
さ
れ

１５

て
お
り
、
年
齢
に
合
っ
た
内
容
を
、
親

子
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ド
ー

ム
型
の
天
井
に
映
し
出
さ
れ
た
星
た

ち
を
、ぜ
ひ
、鑑
賞
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

福
知
山
市
広
報
特
派
員

ド
ッ
コ
イ
セ
リ
ポ
ー
タ
ー

 
畑 　
 
中 　
　
　
 
瞳 

は
た 

な
か 

ひ
と
み

（
南
本
堀
在
住
）

大
人
気
ス
ポ
ッ
ト
！　

児
童
科
学
館　

そ
の
②

　
　
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
へ
行
こ
う
！
」

■児童科学館（℡２３-６２９２・ＦＡＸ２３-６３４０）
開館時間　午前９時～午後５時（ただし
入館時間は午後４時３０分まで）、毎週水
曜日休館
入館料　大人３１０円、４歳～中学生１５０円
　※プラネタリウム観覧料含む
【プラネタリウム投映時間】
●平日　午後１時１５分～、午後３時３０分～
※午前中は予約団体・グループのみ
●土・日・祝　午後１０時３０分～、午後 
１時１５分～（この回は子ども向け番組）、
午後２時３０分～、午後４時～
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福知山市イメージキャラクター 福知山市イメージキャラクター 福知山市イメージキャラクター 

ドッコちゃん ドッコちゃん ドッコちゃん 大募集 大募集 「ドッコイセリポーター」 「ドッコイセリポーター」 「ドッコイセリポーター」 福 知 山 市 
広報特派員 

　あなたがリポーターになって、福知山市内のイベント、名所旧跡、人物、地域活動などを取材して「広
報ふくちやま」などに記事掲載してみませんか ? ご自身のイベント紹介記事も大歓迎です。

対象　福知山市内に在住・在学・在勤または出身者のほか、福知山で活動しようとする人
用意いただくもの　カメラなどの備品、交通費や事務・連絡・取材などに係る経費
市役所から支給するもの　従事期間中の傷害保険、広報特派員証・広報腕章
※提供記事について　未発表でオリジナルのものに限ります。
申込・問い合わせ　市長公室広報係（℡２４-７０００・ＦＡＸ２４-７０２３）

デジタルカメラの場合は jpegデータ、ネガ・ポジの場合はプリントした写真写真１枚以上記事の構成 ２００字以上　６００字未満文字数

市内のおススメスポット①　　　　三段池公園（猪崎）

　１１月１５日号で募集しました
「市内のおススメスポット」に、
たくさんの情報をお寄せいただ
きありがとうございました。
　第１回となる今回は、季節を
問わず人気の高かった「三段池
公園」をご紹介します。
　いただいたおススメ内容には、
「散歩コースをはじめ、スポーツ
施設（体育館、多目的グラウンド、
テニスコートなど）、動物園、植
物園、児童科学館などが一箇所
に全部集まっている」、「ニホン
ザルを気軽に見学できる“猿ケ
島”や大型遊具がある“大はらっ
ぱ地区わんぱく広場”など、家族
で楽しめる無料施設も充実して
いる」、「駐車場が完備されてい
て便利」などがありました。
　公園の広さは５５．９㌶。甲子園
球場１４個分の大きさで、なんと
大阪にあるＵＳＪ（ユニバーサル・
スタジオ・ジャパン）の５４．０㌶
（駐車場含む）よりも広いんです。
とても１日では遊びつくせない、
盛りだくさんの公園ですね。
　週末のイベントやスポーツ大
会なども盛んに行われ、バス路
線や駐車場も完備して、府外か
らでも楽に来ていただけるこの
公園。ぜひ、ご利用ください。
■市長公室広報係
　（℡２４-７０００・ＦＡＸ２４-７０２３）

三段池の周囲をめぐる散策道は、全長１．３㌔㍍　１周約２０分の
ウォーキングに最適なコースです

 芝  生 が広がる大はらっぱ地区わんぱく広場には大型遊具があり、
しば ふ

家族や子育てグループなどのレクリエーションに最適です
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夜
久
野
地
域
の
精
華
小
学
校
、
育
英

小
学
校
、
明
正
小
学
校
の
３
校
を
統
合

し
た
新
た
な
「
夜
久
野
小
学
校
」
が
４

月
に
開
校
し
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
学
校
の

義
務
教
育
９
年
間
を
一
貫
と
し
て
と
ら

え
、
そ
の
共
通
目
標
を
設
定
し
て
、
そ

の
実
現
を
図
る
こ
と
で
、
確
か
な
学
力

を
基
盤
に
し
た
豊
か
な
学
習
を
創
出
し
、

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
と
夢
を
広
げ
高

め
る
こ
と
を
目
標
に
、
小
中
一
貫
・
連

携
教
育
（
シ
ー
ム
レ
ス
学
園
構
想
）
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

夜
久
野
地
域
の
小
学
校
は
過
疎
化
、

少
子
化
に
伴
っ
て
、
児
童
数
は
最
も
多

か
っ
た
時
期
に
比
べ
る
と
、
そ
の
１
割

程
度
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
の
中
で
、
地
域
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
実
現
さ

せ
る
た
め
、
３
小
学
校
の
統
合
と
小
中

一
貫
校
の
設
置
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
要
望
を
受

け
、
３
小
学
校
を
統
合
し
、
夜
久
野
中

学
校
の
施
設
と
一
体
型
と
な
る
小
中
一

貫
校
「
夜
久
野
学
園
」
と
し
て
整
備
を

進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
夜
久
野
学
園
は
、
本
市
教
育
委
員

会
が
進
め
る
シ
ー
ム
レ
ス
学
園
構
想
の
施

設
一
体
型
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
（
相
互
の
連

携
推
進
と
双
方
の
教
育
を
充
実
さ
せ
た
学

校
）
と
な
り
ま
す
。

 

校
舎
な
ど
の
学
校
施
設
は
？

　

施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
に
す
る
た

め
に
は
、
小
学
校
と
中
学
校
の
校
舎
を
一

体
の
も
の
と
し
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
夜
久
野
中
学
校
の
敷

地
内
に
、
夜
久
野
小
学
校
の
教
室
棟
を
現

在
増
築
し
て
い
ま
す
。
増
築
し
て
い
る
教

室
棟
は
、
普
通
教
室
４
教
室
を
備
え
、
小

学
校
１
年
生
か
ら
４
年
生
が
学
び
ま
す
。

小
学
校
５
年
生
、
６
年
生
の
教
室
は
現
中

学
校
の
校
舎
を
活
用
し
ま
す
が
、
中
学
校

１
年
生
と
同
じ
階
で
の
教
室
配
置
に
よ
っ

て
、
連
続
性
の
あ
る
教
育
と
小
中
学
校
の

円
滑
な
接
続
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
久
野
中
学
校
の
施
設
を
小
学

生
も
使
用
し
ま
す
の
で
、
小
学
校
の
設
備

基
準
で
階
段
の
改
修
や
遊
具
の
設
置
な
ど

既
存
校
舎
の
改
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

利
点
を
生
か
し
て
指
導
の
工
夫
を

　

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
の
利
点
は
、

小
学
校
と
中
学
校
の
教
員
が
そ
の
特
性
を

発
揮
し
、
相
互
に
乗
り
入
れ
て
児
童
生
徒

の
指
導
に
あ
た
る
点
で
す
。

　

夜
久
野
学
園
で
は
、
小
中
学
校
の
義
務

教
育
９
年
間
を
４
（
前
期
）・
３
（
中
期
）・

２
（
後
期
）
に
組
み
替
え
て
、
系
統
的
で

連
続
性
の
あ
る
教
育
と
指
導
を
実
践
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
中
期
に
あ
た
る
小
学

校
５
年
生
か
ら
一
部
の
教
科
で
の
教
科
担

小学校の教室棟の建設（写真右奥）が進む夜久野中学校

府
北
部
初
の

　
小
中
一
貫
校
が

　
　
誕
生
し
ま
す
！

府
北
部
初
の

　
小
中
一
貫
校
が

　
　
誕
生
し
ま
す
！

府
北
部
初
の

　
小
中
一
貫
校
が

　
　
誕
生
し
ま
す
！

4月開校 

精華小学校（児童数６１人）

育英小学校（児童数２６人）

明正小学校（児童数５７人）

夜久野小学校

（児童数１２５人）

夜久野中学校

（児童数８３人）
⇒

統合

＋

※３小学校の児童数は平成２４年１２月１日現在。夜久野小学校・中学校の児童生徒数
　は平成２５年４月の見込数です

夜久野学園
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任
制
を
導
入
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
小
学
校
と
中
学
校
の
行
事

に
つ
い
て
は
学
園
行
事
と
し
て
、
学
園
全

体
、
３
ブ
ロ
ッ
ク
（
前
・
中
・
後
期
）、
学

年
で
取
り
組
む
行
事
と
し
て
再
編
し
、
異

年
齢
集
団
活
動
を
充
実
さ
せ
ま
す
。 

　

ま
た
、
旧
夜
久
野
町
当
時
か
ら
先
進
的

に
進
め
て
き
た
英
語
活
動
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
な
ど
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）教
育
を
継
承
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ

つ
つ
特
色
の
あ
る
教
育
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

夜
久
野
学
園
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た

教
育
を
展
開
す
る
な
か
で
、
義
務
教
育
修

了
後
の
希
望
進
路
の
実
現
を
目
標
に 
据 
え

す

て
、
意
欲
的
・
主
体
的
な
学
び
と
、
児
童

生
徒
相
互
の
学
び
合
い
を
通
し
て
、
質
の

高
い
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
豊
か
な
人
間
性
や
社

会
性
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

■
教
育
総
務
課
（
℡　

‐
７
０
６
１
・　
　

２４

ＦＡＸ
２４

‐
４
８
８
０
）

■
学
校
教
育
課
（
℡　

‐
７
０
６
２
・　
　

２４

ＦＡＸ
２４

‐
４
８
８
０
）

指　導　目　標区分学　年

学習・生活の基礎基本の徹底前期１～４年生
（小１～小４）

夜久野小学校
夜久野中学校

人間関係の広がりと確かな
学力の定着中期５～７年生

（小５～中１）

希望進路を実現する学力と
社会性の育成後期８～９年生

（中２～中３）

小中学校の通学区域を一部変更します 小中学校の通学区域を一部変更します 
施行日　平成２５年４月１日から 

　市教育委員会は、１２月２０日（木）開催の１２月定例教育委員会議において、市立小中学校の通学区域を定め
た教育委員会規則を改正することにしました。今回の改正により、すべての市立小学校は「同じ小学校の児童
は、同じ中学校に進学する」という仕組みになります。本市が進める、小中学校９年間を通した「つなぎ目」の
ない一貫連携教育「シームレス学園構想」をより一層推進していきたいと考えています。
改正内容

■学校教育課学務係（℡２４‐７０６２・FAX２４‐４８８０）

後期 中期 前期

①惇明小学校および修斉小学校の通学区域
　の一部変更
　室自治会の小学校通学区域を
　　変更前　「惇明小学校」
　　　　　　↓
　　変更後　「修斉小学校」
　※室自治会の中学校通学区域（成和中学

校）の変更はありません。

③桃映中学校および南陵中学校の通学区域の一部変更
　京町、呉服町、長町、上新町、下新町、鍛冶町、上紺屋町、内記一丁目、内記二丁目、内記三丁目、
内記四丁目、岡ノ一町、岡ノ二町、岡ノ三町の各自治会の中学校通学区域を
　　変更前「桃映中学校」　→　変更後「南陵中学校」
　※１４自治会に居住している平成２５年４月１日以降の新中学１年生および転入生徒に適用し、す

でに桃映中学校に在学している生徒（現在の中学１・２年生）は卒業まで桃映中学校に通学す
ることとします。なお、これら１４自治会の小学校通学区域（惇明小学校）の変更はありません。

※兄弟姉妹と同じ中学校に通学できるよう経過措置を設けます。

②夜久野小学校開校に伴う通学区域の設定
　　変更前　精華、育英、明正の各小学校通
　　　　　　学区域の自治会
　　　　　　　　　　↓
　　変更後　「夜久野小学校」通学区域
　※これら自治会の中学校通学区域（夜久

野中学校）の変更はありません。
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暴
力
団
は
、
市
民
生
活
に
介
入
し
て

資
金
獲
得
活
動
を
行
っ
た
り
、
対
立
抗

争
や
拳
銃
を
使
用
し
た
事
件
を
起
こ
す

な
ど
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な 
脅
威 

き
ょ
う
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
で
平

穏
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
、「
福
知
山

市
暴
力
団
排
除
条
例
」
を
制
定
し
、
平

成　

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

２５

　

条
例
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

 
基
本
理
念　
　
　
　
　
　
　
　
 

●
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

●
暴
力
団
に
資
金
を
提
供
し
な
い

●
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

 
市
の
取
り
組
み　
　
　
　
　
　
 

市
の
責
務

　

市
は
、
関
係
機
関
や
市
民
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
、
暴
力
団
の
排
除
を
進
め

ま
す
。

市
の
事
務
事
業
に
お
け
る
措
置

　

暴
力
団
の
利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
、

市
が
行
う
入
札
に
暴
力
団
員
な
ど
を
参

加
さ
せ
ま
せ
ん
。

市
民
に
対
す
る
支
援

　

市
民
に
対
し
て
、
情
報
の
提
供
な
ど

を
行
い
ま
す
。

公
の
施
設
の
利
用
制
限

　

暴
力
団
の
活
動
に
は
、
市
が
設
置
し

た
公
の
施
設
の
使
用
を
許
可
し
ま
せ
ん
。

公
共
工
事
か
ら
の
暴
力
団
排
除

　

市
は
、
暴
力
団
員
な
ど
と
請
負
契
約

を
締
結
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
と
請
負

契
約
し
た
元
請
契
約
者
な
ど
も
暴
力
団

員
な
ど
と
契
約
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

契
約
を
す
る
際
に
は
、
暴
力
団
と
関

わ
り
が
な
い
こ
と
を
示
す
誓
約
書
が
必

要
で
す
。

青
少
年
に
対
す
る
教
育
等
の
た
め
の
措
置

　

中
学
生
・
青
少
年
な
ど
が
暴
力
団
に

加
入
せ
ず
、
暴
力
団
の
被
害
を
受
け
な

い
た
め
の
教
育
を
進
め
ま
す
。

報
告
ま
た
は
資
料
の
提
出

　

市
は
、
公
共
工
事
に
関
わ
る
元
請
契

約
者
な
ど
に
報
告
や
資
料
の
提
出
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

罰
則

●
誓
約
書
に
嘘
の
記
載
を
し
た
者

→

１
年
以
下
の
懲
役
又
は　

万
円
以
下

５０

の
罰
金

●
報
告
や
資
料
の
提
出
を
し
な
か
っ
た

者
、
嘘
の
報
告
や
資
料
の
提
出
を
し

た
者

→

　

万
円
以
下
の
罰
金

２０
●
誓
約
書
の
提
出
を
求
め
な
か
っ
た
者
、

５
年
間
保
管
し
な
か
っ
た
者

→

５
万
円
以
下
の
過
料

 
市
民
な
ど
の
取
り
組
み　
　
　
 

市
民
の
責
務

　

市
民
や
事
業
者
は
、
市
が
行
う
暴
力

団
排
除
の
た
め
の
取
り
組
み
に
協
力
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

 
威  
力 
利
用
行
為
、
利
益
供
与
の
禁
止

い 
り
ょ
く

　

事
業
者
は
、
暴
力
団
を
利
用
し
て 
脅 おど

し
た
り
、
暴
力
団
の
資
金
と
な
る
よ
う

な
金
品
を
与
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

市
や
市
民
、
事
業
所
な
ど
社
会
全
体

で
暴
力
団
を
排
除
し
、
住
み
よ
い
福
知

山
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

 
問
い
合
わ
せ 　

生
活
交
通
課
（
℡　
２４

‐
７
０
２
０
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

福
知
山
市
暴
力
団
排
除
条
例
を
制
定
し
ま
し
た 
福
知
山
市
暴
力
団
排
除
条
例
を
制
定
し
ま
し
た 

平
成
２５
年
４
月
１
日
施
行 

平
成
２５
年
４
月
１
日
施
行 

　京都府内のご当地キャラクター２０体が集合して、地域の観
光スポットや特産品の紹介など、地域の魅力を全力でＰＲ！
　福知山市からは、 酒  呑  童  子 （青鬼）が出場します。ご当地

しゅ てん どう じ

キャラの熱いパフォーマンスにご期待ください。
　とき・ところ　　２月１７日（日）午前１０時～午後４時
　　　　　　　　　イオンモールＫＹＯＴＯ（京都市南区）
　参加キャラクター
　酒呑童子（福知山市）、まゆまろ（京都府）
　チョキまる（舞鶴市）、まゆピー（綾部市）
　かさぼう（宮津市）、明智かめまる（亀岡市）
　京ちゃん・都くん（京都市）　など
※入場無料。当日来場者には、フェスティバル限定グッズを先着でプレゼント。
　ご当地キャラとの写真撮影もできます。　　　　　　　　　■京都府広報協議会（℡０７５-４１４-４０７４）

福知山市のイメージキャラクター酒呑童子
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ＫＴＲシンポジウム開催決定！！ ＫＴＲシンポジウム開催決定！！ ＫＴＲシンポジウム開催決定！！ 

観光型リニューアル車両　平成２５年春、運行開始！！ 観光型リニューアル車両　平成２５年春、運行開始！！ 観光型リニューアル車両　平成２５年春、運行開始！！ 

愛されるＫＴＲへ ～乗って守る・来てもらって守る～ 

　　　対 策 の 柱：【経 営 改 善】持続出来る経営体制の確立 
　　　　　　　　　【安 心 安 全】安全かつ快適な運行のための車両や設備の更新 
　　　　　　　　　【増客・集客】より便利なダイヤの導入や、京阪神等への積極的なＰＲ 

　著名な工業デザイナー水戸岡鋭治さんデザインによる観光型リニュー
アル車両「あかまつ」「あおまつ」が平成２５年春に運行を開始します。「松」
をモチーフにした温かみのある車両で、内装は木材を使用し景観をゆっ
くり楽しめるカウンター席を配置しています。 

　北近畿タンゴ鉄道株式会社（ＫＴＲ）は北近畿において地域住民の貴重な移動手段として、また、地域
経済活性化のためになくてはならない公共交通機関ですが、乗客の減少や施設の老朽化に伴う修繕費の増
加などから、平成２３年度の経常損益（赤字額）が約７億７０００万円と過去最高を更新するなど非常に厳し
い経営状況が続いています。 
　沿線の自治体は、毎年多額の財政支援を行っていますが、昨年度からは経営状況を抜本的に改善するた
め沿線自治体の首長や鉄道関係者などで「北部地域総合公共交通検討会」を組織し検討を重ねてきました。 
　「北部地域総合公共交通検討会」では、昨年９月にこれまでの検討結果を中間的にとりまとめ、ＫＴＲ
を地域に愛される鉄道として将来にわたり守り続けていくことを確認し、その対策の方針を定めました。 
　　　スローガン：「愛されるＫＴＲへ　～乗って守る・来てもらって守る～」 
　　　対 策 の 柱：【経 営 改 善】持続出来る経営体制の確立 
　　　　　　　　　【安 心 安 全】安全かつ快適な運行のための車両や設備の更新 
　　　　　　　　　【増客・集客】より便利なダイヤの導入や、京阪神等への積極的なＰＲ 

愛されるＫＴＲへ 愛されるＫＴＲへ 

と　き  平成２５年２月２３日（土）午後２時１０分～午後５時（予定） 
ところ  大江町総合会館イベントホール（ＫＴＲ大江駅下車すぐ） 
目　的  北近畿の重要な公共交通機関である北近畿タンゴ鉄道株式会社（ＫＴＲ）を未来に残すため、
参加者が考え行動に移すきっかけとするものです。 
内　容 
・大江高等学校ブラスバンド部演奏（オープニング） 
・ＫＴＲ状況報告 
・沿線高校生による利用促進取組みの事例発表 
・基調講演（交通ジャーナリスト：鈴木文彦さん）　など 
問い合わせ  ＫＴＲ利用促進協議会事務局（宮津市企画総 
務室  ℡０７７２‐４５‐１６０１・ＦＡＸ０７７２‐２５‐１６９１） 
＊ぜひ、ＫＴＲでお越しください。 

・会場にはＫＴＲ沿線からご当地キャ 
　ラクターやスイーツが大集合！！ 
・旧北丹鉄道の大型車両模型の無料 
　乗車もあります。 
　（蓼原自治会製作・協力） 
 子どもたちもたくさん遊びに来てね！！ 

大江高等学校の生徒たちもＫＴＲ 
を応援しています！！ 
　府立大江高等学校は全校生徒３５２人
のうち、約２４０人がＫＴＲを通学に利用
しています。 
　大江高等学校では大江高校前駅周辺
の清掃活動や、利用
促進やマナー向上の
啓発ポスターを作成
しました。　 
　シンポジウムでは
その取組み状況を大
江高等学校の生徒た
ちが発表します。 

み　と  おかえい  じ 

すず  き  ふみひこ 

福
知
山
市
の
未
来
の
た
め
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。
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■
市
長
公
室（
℡　

‐
７
０
３
２
）

２４

■
教
育
総
務
課（
℡　

‐
７
０
６
１
）

２４

■
ガ
ス
水
道
部
総
務
課（
℡　

‐
６
５
０
３
）

２２

■
議
会
事
務
局（
℡　

‐
７
０
３
１
）

２４

■
消
防
本
部（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２４

■
市
民
病
院
総
務
課（
℡　

‐
２
１
０
１
）

２２

　

市
長
、
議
長
、
教
育
長
、
消
防
長
、
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者
、
病
院
事
業
管
理
者
の
交

際
費
を
公
開
し
ま
す
。

　

交
際
費
と
は
、
市
を
代
表
し
て
行
う
外
部
交
渉
や
行
政
の
執
行
を
よ
り
円
滑
に
す
す
め

る
た
め
の
経
費
で
す
。
詳
細
は
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
福
知
山
市
政
）を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

交
際
費
を
公
開
し
ま
す

計12月11月10月
金額（円）件金額（円）件金額（円）件金額（円）件
293,55032118,6001187,1001187,85010弔慰金など

市 長
31,90050021,900310,0002祝金など
13,00035,00018,000200会費 
8,9302004,93014,0001その他

347,38042123,60012121,93017101,85013計
42,900318,65015,000119,2501弔慰金など

議 長
50,00080010,000140,0007祝金など
12,50038,50024,000100会費 

00000000その他
105,4001427,150319,000359,2508計
15,00030010,00025,0001弔慰金など

教育長
00000000祝金など

5,00015,00010000会費 
00000000その他

20,00045,000110,00025,0001計

‐‐‐‐‐‐‐‐

弔慰金など

消防長
祝金など
会費 
その他

00000000計

‐‐‐‐‐‐‐‐

弔慰金など
ガス水道
事   業
管理者

祝金など
会費 
その他

00000000計

‐‐‐‐‐‐‐‐

弔慰金など
病  院
事   業
管理者

祝金など
会費 
その他

00000000計

な
か
循
環
路
線
バ
ス
（
北
ル
ー
ト
）」
も
便
利
で
す
。

■
生
活
交
通
課（
℡　

‐
７
０
２
０
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

　

福
知
山
駅
か
ら
市
民
病
院
ま
で
の
区
間
は
、

午
前
中
は　

分
に
１
本
運
行
し
て
い
ま
す
。
ま

１５

た
、
平
日　

分
間
隔
で
運
行
し
て
い
る
「
ま
ち

３０

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃頃
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
ややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
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※市のホームページ（市長室） 
　で閲覧できます。 

み
わ
町
民
大
学

　

１
月　

日（
土
）、三
和
荘（
寺
尾
）で「
み
わ
町
民
大
学
」の
講
師
を
務
め
た
。

２６

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
丹
波
・
み
わ
」の
呼
び
か
け
に
よ
り
、地
域
内
で
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
活
動
に
取
り
組
む
団
体
や
グ
ル
ー
プ
、個
人
が
連
携
し
て「
三
和
地

域
の
抱
え
る
課
題
と
打
開
策
」を
互
い
に
学
び
、新
た
な
ま
ち
お
こ
し
へ
つ
な

げ
て
い
く
場
を
作
ろ
う
と
、昨
年
か
ら
開
校
さ
れ
て
い
る
。

　

私
は
、地
域
や
ま
ち
の
力
の 
源  
泉 
は「
市
民
の
笑
顔
」だ
と
考
え
て
お
り
、

げ
ん 
せ
ん

市
民
の
み
な
さ
ん
が
お
互
い
に
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
や
活

動
、市
政
へ
の
参
画
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、今
回
の「
み
わ
町
民
大
学
」は
、

ま
さ
に
市
民
か
ら 
体  
現 （
実
現
）し
た
も
の
だ
と
思
う
。今
後
も
ど
ん
ど
ん
議

た
い 
げ
ん

論
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　

講
演
は
、「
こ
れ
か
ら
の
福
知
山
市
の
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、常
々
私
が
言
っ
て

い
る「
市
民
を
ど
真
ん
中
の
市
政
へ
の
思
い
」を
伝
え
、「
三
和
地
域
に
期
待
す
る
も
の
」

を
お
話
し
し
た
。

　

三
和
地
域
に
は
、三
和
を
元
気
に
す
る
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
。三
和
中
学
校
の
生
徒

提
案
の
焼
き
菓
子「
み
わ
ウ
ニ
ー
」と
い
っ
た
若
者
の

ア
イ
デ
ア
を
は
じ
め
、「
巨
大
ブ
ラ
ン
コ
」や「
軽
ト

ラ
市
」、「
大
原
の 
産  
屋 
」を
活
用
し
た
活
動
な
ど
、

う
ぶ 

や

若
者
の
み
な
ら
ず
人
生
の
熟
練
者
の
企
画

や
、そ
の
両
者
が
調
和
し
た
発
想
に
も
大

い
に
期
待
し
て
い
る
。

　

三
和
地
域
の「
人
・
文
化
・
産
業
・
自
然
」

の
力
を
さ
ら
に
引
き
出
し
、地
域
の
元
気

が
福
知
山
全
体
の
元
気
に
な
る
よ
う
に
、

こ
う
し
た
活
動
が
今
後
ま
す
ま
す
広
が
り
、

市
の
活
力
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
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男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
の
事
業
所

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た

　

福
知
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に

基
づ
き
、
事
業
所
の
実
態
や
考
え
方
な
ど

を
把
握
し
て
、
今
後
の
施
策
に
反
映
さ
せ

る
た
め
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に

向
け
て
の
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を

昨
年
９
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

福
知
山
商
工
会
議
所
、
福
知
山
商
工
会

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
３
０
４
の
事
業
所

か
ら
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
対
象
１
４

６
７
事
業
所
、
回
答
率　

・　

％
）

２０

７２

「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
女
性
は
管
理
職
に

就
い
た
ら
よ
い
」
が
約
６
割

　

調
査
の
結
果
、
雇
用
形
態
別
の
女
性
の

就
業
比
率
は
、「
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
」が

高
く
、「
派
遣
従
業
員
」
と
続
き
「
常
用
従

業
員
」
が
一
番
低
く
な
っ
て
お
り
、
あ
ら

た
め
て
女
性
の
非
正
規
雇
用
が
高
い
実
態

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。【
図
①
】

　

ま
た
、
約　

％
の
事
業
所
で
「
女
性
管

40

理
職
は
い
な
い
」
と
回
答
さ
れ
て
お
り
、

意
思
決
定
へ
参
画
し
て
い
る
女
性
は
ま
だ

ま
だ
少
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
約
６
割
の
事
業
所
が
「
意
欲

と
能
力
の
あ
る
女
性
は
管
理
職
に
就
い
た

ら
よ
い
」
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

男
女
が
共
に
社
会
参
画
を
進
め
る
と
い
う

考
え
方
が
定
着
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。【
図
②
】

　

一
方
で
、
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
仕
事
と
家
庭
を

両
立
さ
せ
る
た
め
の
制
度
を
整
備
し
て
い

る
事
業
所
は
、　

％
未
満
に
と
ど
ま
っ
て

15

い
ま
す
。【
図
③
】

　

ま
た
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み
で
は
、約
半

数
の
事
業
所
が
、特
に
何
も
し
て
い
な
い

と
回
答
し
て
お
り
、男
女
共
同
参
画
の
考

え
方
が
定
着
し
て
き
た
も
の
の
、取
り
組

み
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
事
業
所
が
多

い
と
い
う
現
状
が
わ
か
り
ま
す
。【
図
④
】

　

全
国
的
に
も
い
え
る
こ
と
で
す
が
、
本

市
で
も
半
数
以
上
を
従
業
員
数　

人
以
下

10

の
単
独
事
業
所
が
占
め
て
い
ま
す
。
今
後
、

今
回
の
調
査
を
踏
ま
え
て
、「
第
３
次
福
知

山
市
男
女
共
同
参
画
計
画
は
ば
た
き
プ
ラ

ン
２
０
１
１
」
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
規
模
に
合
わ
せ
、
男
女
が
共
に
生
き

生
き
と
働
け
る
雇
用
環
境
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

■
人
権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
２
２
・　
　

‐
６
５
３
７
）

24

FAX
23

人
権

シ
リ
ー
ズ

０．０ 

１０．０ 

２０．０ 

３０．０ 

４０．０ 

５０．０ 

６０．０ 

【図①】雇用形態別の女性の就業比率 

【図②】女性の管理職について 

【図③】仕事と家庭を両立させるための制度整備 

【図④】セクシュアルハラスメント問題への取り組み 

①意欲と能力のある女性はどんど
ん管理職に就いた方がよい 

　　…56.9％ 
②女性の多い職場であれば女性も
管理職に就いた方がよい 

　　…3.9％ 
③女性も管理職に就いた方がよい
が、どちらかというと管理職は
男性がよい…4.3％ 

④管理職に就くことのできる経験
や能力をそなえた女性が少ない
　…11.5％ 

⑤女性は家事や子育て、介護の負
担が大きいため、管理職に就く
のは難しい…4.9％ 

⑥女性の管理職は考えてい
ない…7.9％ 

⑦その他…3.0％ 

① 
④ 

⑤ 
⑥ 

⑦ 

無回答…5.6％ 
無効…2.0％ 

常
用 

（％） 

派
遣 

嘱
託
・
契
約 

パ
ー
ト 

ア
ル
バ
イ
ト 

家
族 

従
業
員 

そ
の
他 

② 
③ 

①セクハラは許さないという方針
を立て、周知啓発をしている 

　　…11.4％ 
②就業規則等でセクハラ防止対策
措置を規定している 

　　…12.9％ 
③セクハラに関する研修を行って
いる…5.3％ 

④セクハラ防止のための組織を設
けている…2.1％ 

⑤セクハラに関する相談窓口を設
けている…6.9％ 

⑥労使による苦情処理委員会を設
けている…1.8％ 

⑦実態把握のためのアンケート等
調査を行っている…1.6％ 

⑧特に何もしていない 
　　…50.2％ 
⑨その他…3.1％ 

① 

④ 
⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 

⑨ 

無回答…4.7％ 

② 

③ 
④ 

①仕事と家庭を両立させるため
の制度を整備している 

　　…13.6％ 
②業務に必要な知識や資格取得
に係る研修を性別に関係なく
実施している…18.9％ 

③性別により評価することがな
いよう人事考課基準を明確に
定めている…7.9％ 

④性別に関する相談窓口を設け
ている…1.4％ 

⑤特に何もしていない 
　　…49.1％ 
⑥その他…2.3％ 

① 

⑤ 

⑥ 

無回答…6.8％ 

② 

③ 

④ 

購
入
日
に
、
ま
ち
な
か
循
環
路
線
バ
ス
の
北
ル
ー
ト
・
南
ル
ー

ト
に
何
回
で
も
乗
降
で
き
る
乗
車
券
で
す
。
ま
ち
な
か
循
環
路

線
バ
ス
の
車
内
で
購
入
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
得
な
１
日
乗
車
券

一
日
何
度
で
も

乗
降
可
能
！

お
と
な　
　
　

3
0
0
円

小
学
生
以
下　

1
5
0
円

みんなで支えよう 
バス交通 

みんなで支えよう 
バス交通 
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前
月
号
で
は
「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」
の

う
ち
、訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
）
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
月
号

で
は
、「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」
の
う
ち
、
通

所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
と
短
期
入

所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を

中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

送
迎
に
よ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
通
い
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
お
茶

や
お
や
つ
、
昼
食
、
入
浴
、
集
団
や
個

別
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
趣
味
の
活

動
な
ど
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

・
加
齢
や
障
害
の
た
め
に
起
こ
り
や
す

い
「
引
き
こ
も
り
」
が
解
消
さ
れ
、
生

活
に
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
ま
す
。

・
家
族
に
と
っ
て
は
介
護
が
必
要
な
人

を
預
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。 

※　

時
間
以
上　

時
間
未
満
は
各
要
介
護
度

10

11

と
も
追
加
料
金
１
０
０
円
、　

時
間
以
上　

時

11

12

間
未
満
は
追
加
料
金
１
５
０
円
が
加
算
に
な

り
ま
す
。

※
ほ
か
に
、
食
費
、
オ
ム
ツ
代
、
お
や
つ
代
、

教
養
娯
楽
費
な
ど
の
実
費
が
か
か
り
ま
す
。

※
事
業
所
の
規
模
や
体
制
に
よ
っ
て
右
記
自

己
負
担
額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
】

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所

で
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
代
わ
り

に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
受
け
ら
れ

ま
す
。（
上
記
自
己
負
担
額
と
金
額
は
異

な
り
ま
す
）

短
期
入
所
生
活
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　

自
宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
人
が
、

短
期
間
施
設
に
入
所
（
宿
泊
）
し
て
、

食
事
や
入
浴
な
ど
の
介
護
等
を
受
け
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
１
泊
２
日
か
ら
最
長

で
連
続　

日
ま
で
入
所
が
可
能
で
す
。

30

【
メ
リ
ッ
ト
】

・
家
族
に
と
っ
て
は
介
護
が
必
要
な
人

を
泊
ま
り
で
預
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

介
護
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
そ
の
2
） 

介護サービス　１日につき（対象：要介護１～５の人）

自
己
負
担
額
（
基
本
額
）

９時間以上
１０時間未満

７時間以上
９時間未満

５時間以上
７時間未満

３時間以上
５時間未満要介護度

７４０円６９０円６０２円４００円要介護１
８６１円８１１円７０８円４５７円要介護２
９８７円９３７円８１４円５１４円要介護３
１１１３円１０６３円９２０円５７１円要介護４
１２３８円１１８８円１０２６円６２８円要介護５

介護予防サービス　１カ月につき（対象：要支援１・２の人）
２０９９円要支援１
４２０５円要支援２

【特別養護老人ホームユニット型個室を利用する場合】

自己負担額要介護度

自
己
負
担
額
（
基
本
額
）

５３３円要支援１

６６２円要支援２

７１１円要介護１

７８１円要介護２

８５４円要介護３

９２４円要介護４

９３３円要介護５

イラスト提供／なかじまこのかさん



11 広報ふくちやま　H25（2013）．2．1

ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
と
は　
　

人
程
度
の
利
用

１０

者
を
１
ユ
ニ
ッ
ト
（
生
活
単
位
）
と
し
、
食
堂
、

台
所
、
浴
室
な
ど
を
共
有
し
な
が
ら
、
同
じ
介

護
チ
ー
ム
に
よ
り
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
ケ
ア

を
行
う
も
の
で
す
。

※
ほ
か
に
、
部
屋
代
、
光
熱
費
、
食
費
、
洗
濯

代
な
ど
の
実
費
が
か
か
り
ま
す
。

※
施
設
の
種
類
、
体
制
に
よ
っ
て
上
記
自
己
負

担
額
が
異
な
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
】

・
短
期
入
所
療
養
介
護
で
は
、
看
護
や

機
能
訓
練
な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
が
受
け

ら
れ
、
特
に
持
病
が
あ
る
た
め
に
夜
間

な
ど
医
療
的
な
管
理
が
な
い
と
心
配
な

要
介
護
者
に
向
い
て
い
ま
す
。

　

前
・
今
月
号
で
紹
介
し
た「
在
宅
サ
ー

ビ
ス
」
は
、
一
部
を
除
い
て
「
ケ
ア
プ

ラ
ン
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
）」
を
作
成

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
広
報
ふ
く
ち
や

ま
平
成　

年　

月
１
日
号　

〜　

㌻

２４

１２

１０

１１

参
照
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

来
月
号
で
は
、「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係
（
℡　
２４

‐
７
０
１
３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

内　　容サービス種類

浴槽を積んだ入浴車と専門
職員が訪問し、入浴の介助
を行います。

訪問入浴介護

看護師などが訪問し、床ず
れの手当や点滴の管理など
を行います。

訪問看護

専門家（理学療法士や作業
療法士など）が訪問し、機
能の維持回復のためのリハ
ビリを行います。

訪問リハビリ
テーション

医師、歯科医師、薬剤師、
歯科衛生士などが訪問し、
薬の飲み方、食事などの療
養上の管理・指導を行いま
す。

居宅療養管理
指導

　

介
護
す
る
家
族
は
、
毎
日
の
生
活
の
中

で
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
い
い
の
か
悩

み
、
介
護
疲
れ
が
蓄
積
し
て
い
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
当
教
室
に

参
加
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
て
い

る
問
題
を
共
有
し
て
、
今
後
の
介
護
の
ヒ

ン
ト
を
つ
か
ん
で
み
ま
せ
ん
か
?
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

　

２
月　

日（
月
）午
後
１
時
〜
３
時　

分

２５

３０

・
市
民
会
館　

号
室
（
内
記
三
丁
目
）

３１

 
対　
　

象 

　

市
内
在
住
の
介
護
し
て
い
る
家
族

 
内　
　

容 

●
講
義
「 
排  
泄 
ケ
ア
に
つ
い
て
」

は
い 
せ
つ

●
介
護
家
族
同
士
の
交
流
会

 
申
込
方
法 　

２
月　

日（
金
）ま
で
に
電

２２

話
で
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
℡　
２４

‐
７
０
７
３
・　
　

‐
９
０
７
３
） 

ＦＡＸ
２２

　

じ
ん
臓
機
能
に
障
害
の
あ
る
み
な
さ
ん

を
対
象
に
、
調
理
実
習
を
通
じ
た
生
活
指

導
を
行
い
、
日
常
生
活
の
一
助
と
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

３
月　

日（
日
）午
前　

１７

１０

時　

分
〜
午
後
２
時

３０
・
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
堀
会
館
調
理

室
（
堀
口
）　　

 
講　
　

師 　

公
益
社
団
法
人
京
都
府
栄

養
士
会　

管
理
栄
養
士

 
対　
　

象 　

じ
ん
臓
機
能
障
害
で
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
お
よ
び
そ
の

家
族

 
定　
　

員 　
　

人
２０

 
当
日
持
参
い
た
だ
く
も
の 　

参
加
料
２

０
０
円
（
材
料
代
の
一
部
）、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾

 
申
込
方
法 　

３
月
１
日（
金
）午
後
５
時

ま
で
に
「
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
」
を
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
で
社
会
福
祉
課
（
℡　

‐
２４

７
０
１
７
・　
　

‐
９
０
７
３
）
ま
で

ＦＡＸ
２２

福
祉
・
健
康 

福
祉
・
健
康 

第
６
回　

福
知
山
市

家
族
介
護
教
室

在
宅
障
害
者
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
・

社
会
参
加
事
業

「
第
２
回
じ
ん
臓
機
能
障
害
者
料
理

講
習
会
」

その他の在宅サービス
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「
笑
い
」
は
、
身
体
の
中
枢
に
は

た
ら
き
か
け
、
ス
ト
レ
ス
解
消
・

病
気
の
治
療
に
役
立
つ
こ
と
も
科

学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
、
申
し
込
み
不

要
で
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

３
月
１
日（
金
）

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
１
時　

分
）

３０

・
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
北
本
町
二
区
）

 
テ 
ー 
マ 　

「
笑
う
門
に
は
健
康
き
た
る
」

 
講　
　

師 　

福
知
山
医
師
会　

 
古  
木  
勝  
也 
さ
ん（
内
科
医
師
）

ふ
る 

き 

か
つ 

や

※
落
語
家
の 
桂  
三  
扇 
さ
ん
も
お
越

か
つ
ら 
さ
ん 
せ
ん

し
い
た
だ
き
ま
す
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
、
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
保
育
ル
ー
ム
が
あ
り
ま
す
（
事

前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

 
問
い
合
わ
せ 　

中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
２
７
８
８
・

２３

　
　

‐
５
９
９
８
）

ＦＡＸ
２３

　　
「
骨
粗
鬆
症
な
ん
て
ま
だ
ま
だ

気
に
な
ら
な
い
わ
」
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？　

予
防
に
は
若
い
時

か
ら
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。
み

ん
な
で
「
骨
太
美
人
」
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

①
３
月
６
日

（
水
）と
②
３
月　

日（
木
）の
ど
ち

１４

ら
か
希
望
日

午
後
１
時
〜
３
時　

分
３０

・
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
北
本
町
二
区
）

 
内　
　

容 　

簡
単
な
体
力
チ
ェ 

ッ
ク
、
保
健
師
・
栄
養
士
の
講
話
、

運
動
実
践
、
試
食
な
ど

 
対　
　

象 　

　
　

〜　

歳
代
の
女
性　

２０

４０

 
定　
　

員 　

各
日　

人　

※
申

２０

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
全

員
に
結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

 
申
込
方
法 　

２
月　

日（
金
）ま

２２

で
に
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

直
接
、
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５

２３

ＦＡＸ
２３

９
９
８
）
ま
で

※
保
育
ル
ー
ム
が
あ
り
ま
す
（
事

前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
と
は
「 
抗 こう

 
老  
化 
（
加
齢
症
状
の
予
防
）」
の
こ

ろ
う 

か

と
で
す
。
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、

毎
日
を
楽
し
む
た
め
に
は
運
動
と

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
は
欠
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

分
か
っ
て
い
る
け
ど
な
か
な
か
で

き
な
い
と
い
う
人
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
人
に

毎
日
の
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ

る
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
２
回
シ

リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

 
と 
こ 
ろ　

東
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
三
和
町
千
束
）

 
と
き
・
内
容 

 
体
操
講
師 　
 
西  
山  
真  
知  
子 
さ
ん

に
し 
や
ま 

ま 

ち 

こ

（
運
動
指
導
者
）

 
対　
　

象　
　

市
民

 
定　
　

員 　
　

人
程
度

１５

（
先
着
順
）　

 
参 
加 
費 　

無
料（
調
理
実
習

は
材
料
費
２
５
０
円
必
要
）

 
申
込
・
問
い
合
わ
せ 　

２
月　
２８

日（
木
）ま
で
に
、
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
直
接
、
東
部
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
２
０
９
０
・

５８

　
　

‐
３
０
１
３
）
ま
で

ＦＡＸ
５８

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
集
団
感
染
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
手
洗
い
、
う
が
い
を 
励  
行 
し
ま

れ
い 
こ
う

し
ょ
う
。

●
爪
は
短
く
切
っ
て
お
き
、
手
を

洗
う
時
は
、
時
計
や
指
輪
を
は
ず

し
ま
し
ょ
う
。

●
手
洗
い
後
は
、
手
を
完
全
に
乾

燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
布
タ
オ
ル
の
共
同
使
用
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

●
室
内
で
は
換
気
に
注
意
し
、
乾

燥
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
の
あ
る
食
事
を
心
が
け
、

充
分
な
睡
眠
を
と
り
、
体
力
と
抵

抗
力
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
不
要
・
不
急
の
人
ご
み
へ
の
外
出

は
、で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
熱
・
咳
・
く
し
ゃ
み
な
ど
の
症

状
で
医
療
機
関
に
受
診
す
る
時
は

必
ず
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
推
進
室
（
℡　

‐
２
７
８

２３

８
・　
　

‐
５
９
９
８
）

ＦＡＸ
２３

医
師
の
健
康
教
室

【 
齢 
と
つ
き
あ
う
シ
リ
ー
ズ
】

と
し

「
Ａ
ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ

        

　

・　

・　

ア　

ラ　

ウ　

ン　

ド

２０
３０
４０

 
骨
太 
美
人
講
座
」（ 
骨  
粗  
鬆 

ほ
ね
ぶ
と 

こ
つ 

そ 

し
ょ
う

 
症 
予
防
講
座
）参
加
者
募
集

し
ょ
う

体
を
動
か
し
て
、い
つ
ま
で
も

若
々
し
く
！

健
康
教
室「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
体
操
教
室
」受
講
者
募
集

内容時間月日回

・「アンチエイジングっ
て？」保健師の講話
・体操～ストレッチを中心
に全身をしっかり伸ばす～

午後１時３０分
～４時

３月７日
（木）第１回

・「アンチエイジングと食
事」栄養士講話
・調理実習
・体操～しっかり伸びて気
持ちよく！！～

午前１０時～
午後２時３０分

３月１５日
（金）第２回

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性

胃
腸
炎
が
増
え
て
い
ま
す
。
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
は
手
指
や
食
品
な
ど
を

介
し
て
感
染
し
、
お
う
吐
、
下
痢
、

腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。
感
染

を
防
ぐ
に
は
、
こ
ま
め
に
手
洗
い

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
外
出
後
、

ト
イ
レ
の
後
、
調
理
や
食
事
の
前

に
は
十
分
な
手
洗
い
を
し
、
ま
た

食
品
は
十
分
な
加
熱
を
し
て
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
推
進
室
（
℡　

‐
２
７
８

２３

８
・　
　

‐
５
９
９
８
）

ＦＡＸ
２３

　

国
民
年
金
保
険
料
の
一
定
期
間

分
を
前
払
い
す
る
と
、
保
険
料
の

割
引
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
４
月

分
〜
翌
３
月
分
ま
で
の
一
年
分
を

ま
と
め
て
前
払
い
し
た
場
合
、
約

３
２
０
０
円
の
割
引
が
あ
り
、
た

い
へ
ん
お
得
で
す
（
平
成　

年
度

２４

の
場
合
）。
も
ち
ろ
ん
、年
度
途
中

で
加
入
す
る
年
金
が
変
わ
っ
た
場

合
は
、
そ
の
月
以
降
の
分
を
還
付

し
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
に
は
口
座
振
替
が

便
利
で
安
心
で
す
。
口
座
振
替
で

の
前
納
は
、
さ
ら
に
割
引
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
市
民
課
国
民
年
金
係
（
℡　

‐
２４

７
０
５
７
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

　

い
ま
だ
約
２
２
０
０
万
件
の
持

ち
主
が
確
認
で
き
て
い
な
い
記
録

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に「
も
れ
」

や
「
誤
り
」
が
あ
る
の
で
は
と
心

配
さ
れ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
本
年
金
機
構
舞
鶴
年
金
事
務

所
お
客
様
相
談
室
（
舞
鶴
市
南
田

辺　

‐
８
、
℡
０
７
７
３
‐　

‐

５０

７８

１
１
６
５
）　

■
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
℡
０
５

７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５
）

国
保
ひ
と
口
メ
モ

���
�

●確定申告と国民健康保険料
　確定申告で社会保険料控除として申告される「国民健康保険料」は、領収書、通
帳や公的年金などの源泉徴収票で確認できます。また、保険課から１月下旬に発送し
ました「納付額のお知らせ ｣でも確認できます。（公的年金からの引き去りのみの人
には送付しておりません。）
　これらの書類がお手元にない場合は、運転免許証や保険証など本人確認ができる
ものを持参のうえ、保険課窓口または各支所窓口相談係までお越しください。「納付
額のお知らせ ｣を発行します。電話でご連絡いただければ住所地へ郵送することもで
きます。
●医療機関などの領収書は大切に
　高額療養費や療養費の申請、医療費控除の確定申告などに必要となりますので、
医療機関や薬局などの領収書は大切に保管してください。確定申告に領収書（原
本）を提出される場合は、必ず領収書の写しを保存して、高額療養費や療養費の請
求時に使用してください。
●窓口一部負担金の減免申請について
　一時的な収入の減少による窓口一部負担金の減免については、次の両方に該当す
る世帯が対象となります。（※保険料の滞納があっても申請が可能です）
　①入院療養を受ける被保険者の属する世帯
　②世帯主および当該世帯に属する被保険者の収入が生活保護基準以下であり、か

つ、預貯金が生活保護基準の３カ月以下である世帯
　くわしくは、保険課国保給付係にお問い合わせください。
■保険課国保給付係（℡２４-７０１５・FAX２３-６５３７）

■　〃　 国 保 料 係（℡２４-７０１９・FAX２３-６５３７）

■三和支所窓口相談係（℡５８-３００２・FAX５８-３０１３）

■夜久野支所窓口相談係（℡３７-１１０６・FAX３７-５００２）
■大江支所窓口相談係（℡５６-1１０３・FAX５６-２０１８）

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
の
前
納
割
引
制
度

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録

も
う
一
度
、ご
確
認
を

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

ご
注
意
を
！
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知
事
と
一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

３
月　

日（
日
）

１７

午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時　

分

１０

３０

３０

・
京
都
テ
ル
サ
（
京
都
市
）

 
募
集
対
象 　

京
都
府
内
に
在
住

し
、
平
成　

年
４
月
に
小
学
校
に

２５

入
学
す
る
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭

 
申
込
方
法 　

は
が
き
を
２
月　
２０

日（
水
）ま
で
に
郵
送

〒
６
０
４
‐
０
８
７
４　

京
都
市

中
京
区
清
水
町
３
７
５　

京
都
府

立
総
合
社
会
福
祉
会
館
内

▼
母
子
家
庭
の
人
は
「
京
都
府
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会
」
宛
て
へ

▼
父
子
家
庭
の
人
は
「
京
都
府
民

生
児
童
委
員
協
議
会
」
宛
て
へ

 
は
が
き
に
記
入
す
る
事
項 　

①
「
ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
知

事
と
新
入
児
童
等
の
つ
ど
い
」
参

加
希
望　

②
住
所
・
電
話
番
号
・

保
護
者
名
・
フ
リ
ガ
ナ　

③
新
入

学
児
童
お
よ
び
同
行
さ
れ
る
兄
弟

姉
妹
の
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
生
年

月
日
・
性
別　

④
自
宅
か
ら
の
交

通
手
段
と
そ
の
経
費
（
最
寄
り
の

駅
、片
道
の
経
費
と
人
数
を
記
入
）

 
問
い
合
わ
せ 　

京
都
府
中
丹
西

保
健
所
福
祉
室
（
℡　

‐
５
７
６

２２

６
・　
　

‐
４
３
５
０
）

ＦＡＸ
２２

　

就
職
や
転
職
を
希
望
す
る
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
で
子
育
て
中
の
お

母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
を
対
象
に
、

就
職
面
接
会
を
行
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
就
職
面
接
会
事
前
セ
ミ

ナ
ー
や
母
子
自
立
支
援
コ
ー
ナ
ー
、

女
性
再
就
職
支
援
コ
ー
ナ
ー
、
マ

マ
さ
ん
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
コ
ー

ナ
ー
（
働
く
た
め
の
保
育
相
談
・

情
報
提
供
・
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
）
も
設
け
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

　

就
職
面
接
会
事
前
セ
ミ
ナ
ー
の

受
講
の
み
事
前
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

３
月
１
日（
金
）

午
前　

時　

分
〜
午
後
２
時

１０

３０

・
サ
ン
プ
ラ
ザ
万
助（
篠
尾
新
町
）

 
参
加
事
業
所 　
　

社（
予
定
）

１５

 
問
い
合
わ
せ 　

京
都
ジ
ョ
ブ

パ
ー
ク
内
母
子
家
庭
等
就
職
面
接

会
運
営
事
務
局
（
℡
０
７
５
‐
６

８
２
‐
８
９
１
５
・　

０
７
５
‐

ＦＡＸ

６
８
２
‐
４
１
８
９
）

　
「
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
が
見
つ

か
ら
な
い
」「
就
職
活
動
が
う
ま
く

い
か
な
い
」「
フ
リ
ー
タ
ー
を
や
め

て
早
く
就
職
し
た
い
」
な
ど
の
お

悩
み
の
人
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

　

３
月
８
日（
金
）

・
市
民
会
館　

号
室

２５

（
内
記
三
丁
目
）

　

３
月　

日（
金
）

２２

・
市
民
会
館　

号
室

３６

（
内
記
三
丁
目
）

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時

 
内　
　

容 　

応
募
書
類
の
書
き

方
、
面
接
の
ポ
イ
ン
ト

※
内
容
は
い
ず
れ
も
同
じ
で
す
。

 
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

京
都
ジ
ョ

ブ
パ
ー
ク
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト（
℡　
２２

‐
３
８
１
５
・　
　

‐
３
８
１
６
）

ＦＡＸ
２２

自衛隊　幹部候補生　募集 自衛隊　幹部候補生　募集 自衛隊　幹部候補生　募集 
　一般大学など出身の幹部自衛官、自衛隊の医療衛生業務に従事する幹部自衛官となる候補生を
募集します。
受　　付　２月１日（金）～４月２６日（金）（※締切日必着）

資料・受付窓口・問い合わせ　自衛隊京都地方協力本部　福知山地域事務所（℡兼FAX２３-０４１６）

初　任　給　額第 1次試験年　齢応募資格

２１４，９００円修士課程修了者等以外５月１１日（土）
筆記試験

飛行要員希望者のみ
５月１２日（日）筆記式
操縦適性検査

２０歳以上
２６歳未満

大卒程度
試験一般幹部

候補生 ２３２，０００円修士課程修了者等

２３２，０００円院卒者試験合格者２０歳以上
２８歳未満

院卒者
試験

２３２，０００円大学卒（歯科・薬剤科）
大学院卒５月１１日（土）

筆記試験

２０歳以上
３０歳未満

歯科幹部候補生
（専門の大卒者）

２１４，９００円旧四年制薬学部・学科卒２０歳以上
２８歳未満

薬剤科幹部候補生
（専門の大卒者）
※いずれも卒業見込みを含む、年齢はいずれも平成２６年４月１日現在での年齢
※初任給額月額は　平成２４年４月１日現在の額

子
育
て
・
就
職 
子
育
て
・
就
職 

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
知

事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い

母
子
家
庭
等
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
・
お
父
さ
ん
の
就
職
面
接
会

就
職
活
動
に
役
立
つ
！

「
就
職
力
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」
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地
域
で
発
生
す
る
火
災
や
地
震
、

水
害
な
ど
の
被
害
を
最
小
限
度
に

と
ど
め
る
た
め
に
は
「
消
防
団
」

の
�
ち
か
ら
�
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

年
々
消
防
団
員
の
数
が
減
少
し
て

い
る
今
、
改
め
て
地
域
防
災
の
要

と
な
る
消
防
団
活
動
に
、
参
加
・

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

消
防
団
の
活
動　
　
　
　
　
　
　

　

消
防
団
員
は
、
日
ご
ろ
職
業
を

持
ち
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
集
結
し
て
、
火
災
や
水
害
、
大

地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
住
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。
ま
た
、

防
火
広
報
を
行
い
、
火
災
予
防
を

呼
び
か
け
ま
す
。　

災
害
時
の
活
動　
　
　
　
　
　
　

　

火
災
や
地
震
、
台
風
な
ど
の
災

害
時
に
出
動
し
て
、
消
火
活
動
や

人
命
救
助
な
ど
の
消
防
業
務
に
携

わ
り
ま
す
。

普
段
の
活
動　
　
　
　
　
　
　
　

　

火
災
や
地
震
に
備
え
て
の
訓
練

や
、
消
防
自
動
車
・
小
型
ポ
ン
プ

の
点
検
整
備
の
ほ
か
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
防
火
防
災
指
導
や
訓
練
指

導
を
行
い
ま
す
。　

消
防
団
員
の
身
分　
　
　
　
　
　

　

消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
お
よ

び
本
市
条
例
に
よ
り
設
置
し
て
お

り
、
団
員
は
特
別
職
の
地
方
公
務

員
で
す
。

▼
団
員
に
は
、
活
動
に
必
要
な
活

動
服
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

▼
年
報
酬
と
出
動
手
当
て
を
支
給

し
ま
す
。
ま
た
、
５
年
以
上
活
動

し
た
場
合
は
、
退
職
報
償
金
を
支

給
し
ま
す
。

▼
活
動
中
に
負
傷
な
ど
を
し
た
場

合
は
、
条
例
に
よ
り
補
償
し
ま
す
。

入
団
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
内
に
居
住
、
在
学
ま
た
は
勤

務
さ
れ
て
い
る　

歳
以
上
の
人

１８

（
高
校
生
は
除
く
）

入
団
手
続
き　
　
　
　
　
　
　
　

　

地
域
の
消
防
団
員
ま
た
は
消
防

本
部
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
消
防
本
部（
℡　

‐
０
１
１
９
・

２４

　
　

‐
５
４
５
８
）

ＦＡＸ
２２

　

す
べ
て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
を
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
警
報
器
に
ホ

コ
リ
な
ど
が
付
く
と
火
災
を
感
知

し
に
く
く
な
り
ま
す
。
半
年
に
１

回
は
掃
除
機
な
ど
で
ホ
コ
リ
を
取

り
、
定
期
的
に
作
動
点
検
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
で
、
取
り

付
け
に
お
困
り
の
時
は
、「
取
り
付

け
お
助
け
隊
」
が
お
伺
い
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
※

火
災
警
報
機
な
ど
の 
斡  
旋 
･
販
売

あ
っ 
せ
ん

は
し
て
い
ま
せ
ん
）

 
問
い
合
わ
せ

消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係（
℡

　

‐
５
１
１
９
・　
　

‐
５
４
５
８
）

２３

ＦＡＸ
２２

消
　
防 
消
　
防 

大切な家族や 
財産を 
火災から 

守りましょう。 

予防戦士
ジューケイキマン

ご
自
宅

ご
自
宅
の
﹁
住
宅
用

﹁
住
宅
用

火
災
警
報
器

火
災
警
報
器
﹂
の
設
置
は

の
設
置
は

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
点
検
は
？

　
　
　
　
点
検
は
？

ご
自
宅

ご
自
宅
の
﹁
住
宅
用

﹁
住
宅
用

火
災
警
報
器

火
災
警
報
器
﹂
の
設
置
は

設
置
は

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
点
検
は
？

　
　
　
　
点
検
は
？

ご
自
宅
の
﹁
住
宅
用

火
災
警
報
器
﹂
の
設
置
は

　
　
　
　
お
済
で
す
か
？

　
　
　
　
点
検
は
？

　

消
防
本
部
で
は
、
積
雪
時
に
地
下
式
消
火
栓
・
地
下
式
防
火
水
槽
が
雪
で
隠
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
市
内
を
回
っ
て
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

全
て
を
除
雪
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
万
一
の
火
災
に
備
え
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
家
の
周
囲
を
除
雪
さ
れ
る
際
に
、
消
火
栓
な
ど
が

よ
く
見
え
る
よ
う
、
ご
協
力
と
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
消
防
署
警
防
課
（
℡　

‐
４
１
１
９
・　
　

‐
５
４
５
８
）

２３

ＦＡＸ
２２

「
消
火 
栓 
・
防
火 
水  
槽 
」

せ
ん 

す
い 
そ
う

除
雪
協
力
の
お
願
い

あ
な
た
の�
ち
か
ら
�で

救
わ
れ
る
人
が
い
る

消
防
団
員
募
集
！

　市内の建物の外壁改修工事において、障害と
なるガス管を工事作業者が電動サンダーにて切
断したところ、切断により漏れたガスに切断火
花が着火し作業者が 火傷 を負い、建物の一部を

やけど

熱損する事故が発生しました。
　建物は以前都市ガスを使用されていましたが、
現在はオール電化となっており、ガスメーター
が撤去されていました。ガス管には「ガス管注
意」のステッカーが貼付されていましたが、ガ
スは通っていないと思い込んでいたことが事故
原因と思われます。
　市ガスにはガスメーター撤去後も、メーター
ガス栓まではガスが通っている建物（写真参照）
が約４００件あります。
　このようなガス管を撤去される場合は必ずガ
ス課または福知山市ガス工事人へ依頼されるよ
うお願いします。

問い合わせ　ガス水道部ガス課供給計画係
　　　　　　　　　　（℡２２-４６４５・FAX２２-６５５５）

　住宅関連工事業者のみなさまへ　　ごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意くくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだださささささささささささいいいいいいいいいいい。。。。。。。。。。。ガガガガガガガガガガガススススススススススス管管管管管管管管管管管ののののののののののの撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤去去去去去去去去去去去作作作作作作作作作作作業業業業業業業業業業業

メーターガス栓 

ガスが通っている 

「ガス管注意」の 
ステッカー　　 

｝ 

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
防
災
研
修
室
は
午
後
９
時
ま
で
利
用
可
能
）　

火
曜
日
休
館（
祝

日
は
開
館
し
翌
日
休
館
）　

※　

人
以
上
は
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ　

消
防
署
予

１０

防
課（
℡　

‐
５
１
１
９
・　
　

‐
５
４
５
８
・
東
羽
合
町　

番
地
１　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
１
階
）

２３

ＦＡＸ
２２

４６

福
知
山
市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
防
災
体
験
を
！

一
人
で
も
、家
族
で
も
、自
治
会
、団
体
、い
つ
で
も
誰
で
も
お
気
軽
に

体
験
無
料
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福
知
山
の
食
を
一
堂
に
集
め
た

祭
典
で
す
。
市
内
の
飲
食
店
や
土

産
品
店
が
自
慢
の
料
理
や
土
産
品

を
展
示
・
販
売
し
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

２
月　

日（
土
）

１６

〜　

日（
日
）

１７
午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

・
厚
生
会
館
（
西
中
ノ
町
）

 
内　
　

容 　

市
内
の
土
産
品
や

農
産
物
の
展
示
・
即
売
、丹
波
福
知

山
鍋
、麺
、漬
物
の
販
売
、姉
妹
都

市
な
ど
の
土
産
品
販
売（
長
崎
県

島
原
市
、静
岡
県
小
山
町
、若
狭
・

中
丹
広
域
観
光
誘
客
協
議
会
）、福

知
山
淑
徳
高
等
学
校
の
ス
イ
ー
ツ

販
売
、成
美
大
学
短
期
大
学
部
や

陸
上
自
衛
隊
福
知
山
駐
屯
地
の
グ

ル
メ
販
売
、手
づ
く
り
市
な
ど

 
問
い
合
わ
せ 　

福
知
山
の
う
ま

い
も
の
展
実
行
委
員
会
（
福
知
山

観
光
協
会
内　

℡　

‐
７
０
７

２４

６
・　
　

‐
４
４
４
０
） 

ＦＡＸ
２４

　

京
都
地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事

務
所
職
員
に
よ
る
、
市
税
・
国
民

健
康
保
険
料
の
納
期
を
過
ぎ
た
人

の
納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

２
月　

日（
木
）

２８

午
前
９
時
〜
正
午

・
市
役
所
２
階
（
税
務
課
）

 
予
約
方
法 　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
税
務
課
（
℡　

‐
２４

７
０
２
４
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

ま
た
は
、
保
険
課
（
℡　

‐
７
０

２４

１
９
・　
　

‐
６
５
３
７
）
ま
で

ＦＡＸ
２３

※
京
都
地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事

務
所
で
は
、
随
時
納
付
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

京
都
地
方
税
機
構
中
丹
地
方
事
務

所
（
大
江
支
所
内　

℡　

‐
０
３

５６

４
０
・　
　

‐
０
７
４
０
）

ＦＡＸ
５６

　

福
知
山
市
自
然
科
学
協
力
員
会

に
よ
る
、
だ
れ
に
も
わ
か
り
や
す

く
、
だ
れ
に
も
で
き
る
実
験
を
通

し
て
、
科
学
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝

え
科
学
全
般
を
学
べ
る
講
座
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

２
月　

日（
土
）

２３

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

・
児
童
科
学
館
（
三
段
池
公
園
・

猪
崎
）

 
対　
　

象 　

小
・
中
学
生

※
小
学
生
低
学
年
は
保
護
者
同
伴

 
内　
　

容 　

①
音
の
正
体
を
つ
き
と
め
よ
う

「
コ
ッ
プ
が
し
ゃ
べ
る
？
」

②
気
体
の
不
思
議
「
酸
素
と
水
素

で
水
を
作
ろ
う
」

③
光
の
不
思
議
「
不
思
議
め
が
ね

で
君
も
超
能
力
者
？
」

 
講　
　

師 　
 
竹  
森 　
 
浩 
さ
ん

た
け 

も
り 

ひ
ろ
し

（
小
・
中
学
校
の
理
科
教
材
製
作

会
社
勤
務
）

 
申
込
方
法 　

２
月　

日（
月
）ま

１８

で
に
児
童
科
学
館
（
℡　

‐
６
２

２３

９
２
・　
　

‐
６
３
４
０
）
ま
で

ＦＡＸ
２３

　

福
知
山
の
文
化
芸
術
を
、
福
知

山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体
に
よ
る

展
示
と
舞
台
発
表
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。　

 
と
き
・
と
こ
ろ　

３
月
２
日（
土
）

〜
３
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
３
日
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

・
厚
生
会
館

 
入 
場 
料 　

無
料
（
茶
席
は
有

料
）

 
問
い
合
わ
せ 　

福
知
山
市
文
化

協
会
（
℡　

‐
５
５
９
４
・　
　

２２

ＦＡＸ
２５

‐
３
８
７
５
）

　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー 
尾  
松  
克  
巳 

お 

ま
つ 
か
つ 

み

さ
ん
が
描
い
た
「
絵
説
鬼
字
」（
鬼

に
関
す
る
文
字
を
、
文
字
イ
ラ
ス

ト
と
寸
評
で
解
説
し
た
作
品
）
を

展
示
し
ま
す
。
文
字
に
よ
っ
て
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
鬼
の
姿
と
そ
の
言

葉
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

２
月　

日（
木
）

２８

ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
は

開
館
し
、
翌
日
休
館
）

・
日
本
の
鬼
の
交
流
博
物
館
（
仏

性
寺
）

 
入 
館  
料　

お
と
な
３
１
０
円
、

高
校
生
２
１
０
円
、
小
中
学
生
１

５
０
円

 
問
い
合
わ
せ 　

日
本
の
鬼
の
交

流
博
物
館
（
℡
兼　
　
　

‐
１
９

ＦＡＸ

５６

９
６
）

福
知
山
市
納
付
相
談
の

お
し
ら
せ

２
月　

日（
木
）　
は
、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料（
い
ず
れ
も
第
９
期
分
）、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
８
期
分
）の
納
期
限
日
で
す
。

２８

■
保
険
課
国
保
料
係（
℡　

‐
７
０
１
９
）■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係（
℡　

‐
７
０
１
３
）同
高
齢
者
医
療
係（
℡　

‐
７
０
１
８
）■
代
表　
　

‐
６
５
３
７

２４

２４

２４

FAX
２３

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

教
育
・
文
化 

教
育
・
文
化 

市
民
税
・
府
民
税
の
申
告
の
際
は
、１
月
下
旬
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
市
民
税
・
府
民
税
申
告
書（
緑
色
・
黒
色
）の
う
ち
、緑
色
の
申
告
書
を
提
出
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
黒
色
の
申
告
書
は
、控
え
と
し
て
手
元
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
）　

■
税
務
課
市
民
税
係（
℡　

‐
７
０
２
４
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

市
民
税
・
府
民
税
申
告
は

緑
色
の
申
告
書
を
提
出
く
だ
さ
い

福
知
山
の
う
ま
い
も
の
展

２
０
１
３

第　

回
文
協
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２２
日
本
の
鬼
の
交
流
博
物
館

 
絵  
説  
鬼  
師 「

え 

と 

き 

し

 
絵  
説  
鬼 

え 

と 

き 
字 
」展

じ

昨年の様子

福
知
山
市
自
然
科
学
協
力
員
会
主
催

第
３
回
子
ど
も
科
学
講
座

「
あ
っ
！
と
驚
く
お
も
し
ろ
実
験
」
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子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
の
振

興
を
図
る
た
め
、
読
書
活
動
に
興

味
の
あ
る
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
る
人
・
団
体
を
対
象

に
、
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
料
は
無
料
で
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

３
月
９
日（
土
）

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

・
市
民
会
館　

号
室

３１

（
内
記
三
丁
目
）

 
テ 
ー 
マ 　

子
ど
も
の
育
ち
と

読
書

 
講　
　

師 　
 
脇  
谷  
邦  
子 
さ
ん

わ
き 

や 

く
に 

こ

（
同
志
社
大
学　

非
常
勤
講
師
）

 
対　
　

象 　

市
民

 
定　
　

員 　
　

人（
先
着
順
）

５０

 
申
込
受
付
開
始 
２
月　

日（
火
）

１２

午
前　

時
か
ら

１０

 
申
込
方
法 　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
各
図
書
館
ま
で

※
申
込
書
は
各
図
書
館
に
あ
り
ま
す

■
図
書
館
中
央
館
（
℡　

‐
３
２

２２

２
５
・　
　

‐
７
１
１
８
）　　

ＦＡＸ
２２

■
三
和
分
館（
℡　

‐
４
７
１
５
・

５８

　
　

‐
４
７
１
６
）　　
　
　

ＦＡＸ
５８

■
夜
久
野
分
館
（
℡　

‐
１
０
６

３７

６
・　
　

‐
１
０
６
６
）　　
　

ＦＡＸ
３７

■
大
江
分
館
（
℡　

‐
１
０
１
７
・

５６

　
　

‐
１
０
１
７
）

ＦＡＸ
５６

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
多
種
多
様
な
春

咲
き
の
洋
ラ
ン
を
展
示
し
、
育
て

方
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 
と
き
・
と
こ
ろ　

２
月　

日（
金
）〜　

日（
日
）

２２

２４

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
受
付
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

・
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
、
猪
崎
）

 
共　
　

催 　

福
知
山
洋
ラ
ン
愛

好
会
、
都
市
緑
化
植
物
園　

 
観 
覧 
料 　

無
料（
た
だ
し
、他

の
展
示
室
は
大
人
３
１
０
円
、４
歳

〜
中
学
生
１
５
０
円
が
必
要
で
す
）

 
問
い
合
わ
せ 　

都
市
緑
化
植
物

園（
℡　

‐
６
６
１
７
・　
　

‐
６

２２

ＦＡＸ
２２

６
２
９
）

 
脇  
谷  
邦  
子 
さ
ん
を
招
い
て　

わ
き 
や 
く
に 
こ

「
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

〜
子
ど
も
の
育
ち
と
読
書
〜

都
市
緑
化
植
物
園

「
春
の
洋
ラ
ン
展
」

「～大学のあるまちづくり市民公開講座～ 
　　2012年度成美市民大学」 
「～大学のあるまちづくり市民公開講座～ 
　　2012年度成美市民大学」 
「～大学のあるまちづくり市民公開講座～ 
　　2012年度成美市民大学」 
　福知山の“まちなか”に焦点をあて、過去、現
在、そして将来へ向けて学び、新たに確認をする
講座を開催します。

内　　　　　　　容と　き

城下町を考える会会長
 大  谷 　 勇 さん
おお たに いさむ

パネリスト
コーディネーター
成美大学准教授
 滋  野  浩  毅 さん
しげ の ひろ き

パネルディスカッショ
ン
福知山の春を彩る「ふ
くちの春は雛荒らし」
の取り組みとまちなか
の活性化について語る

２月１８日（月）
午後１時３０分
～３時

①
城下町を考える会
 中  村  邦  夫 さん
なか むら くに お

まぃまぃ堂、城下町を考える会
 横  川  知  子 さん
よこ かわ とも こ

ところ　成美大学４号館（西小谷ケ丘）
定員　各回１００人
申込方法　各講座の前日までに電話・
ファクス・Ｅメールにて成美大学地域活
性化センターまでお申込ください。
〒６２０－０８６６　福知山市字堀３３７０（西
小谷ケ丘）
受付時間　午前９時～午後５時（土・日
曜・祝日除く）
詳しい内容などは成美大学ＨＰをご覧
ください。
℡２４-７１００・FAX２４-７１７１
Ｅ-mail  regional@uv.seibi-gakuen.ac.jp

講師
福知山史談会
会長
 山  口  正  世  司 さん
やま ぐち まさ よ し

講演会
福知山藩校の貴重な資
料について語る

２月２３日（土）
午後１時３０分
～３時

②

講師
成美大学教授
 芦  田  信  之 さん
あし だ のぶ ゆき

講演会
福知山の歴史をデジタ
ル化しよう
（デジタルアーカイブ
スのすすめ）

３月２日（土）
午後１時３０分
～３時

③

※城下町を考える会※城下町を考える会
「ふくちのお宝展」や、福知山独特の風習「雛荒らし」など、　「ふくちのお宝展」や、福知山独特の風習「雛荒らし」など、
市民主導で地域に眠っている魅力を掘り起こしています。　市民主導で地域に眠っている魅力を掘り起こしています。

窓
口
延
長
を
実
施
す
る
曜
日
と
時
間　

２
月
〜
４
月
の
毎
週
水
曜
日　

午
後
５
時　

分
〜
７
時

１５

お
も
な
取
扱
業
務
と
窓
口
は
、広
報
ふ
く
ち
や
ま　

月　

日
号
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　　

■
職
員
課（
℡　

‐
７
０
３
４
・　
　

‐
６
５
３
７
）

１２

１５

２４

ＦＡＸ
２３

平
日
の
窓
口
業
務
取
扱
時

間
を
延
長
し
て
い
ま
す
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児
童
や
生
徒
た
ち
が
、民
家
に
泊
ま
っ
て

地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
体
験
を
通
じ

て
自
然
を
学
ぶ「
体
験
型
教
育
旅
行
」「
農

山
漁
村
民
泊
」と
い
わ
れ
る「
教
育
民
泊
」が

今
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。全
国
で
も
受
け

入
れ
誘
致
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

地
域
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て
、導
入
を
考

え
る
地
域
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
は
、教
育
民
泊
の
研
究
な
ど
、成

美
大
学
で
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
多
自
然

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
田
舎
の
切
り
札
・
交
流
人
口
の
増
加
策

　

福
知
山
市
は
北
近
畿
に
お
け
る
中
核
的

な
都
市
で
あ
る
一
方
、緑
ゆ
た
か
な
田
園
空

間
や
山
林
も
含
ん
だ「
多
自
然
地
域
」と
も

い
え
ま
す
。特
に
周
辺
部
エ
リ
ア
は
、純
農
村

的
な
地
域
特
性
が
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
悩
む「
田

舎
」を
社
会
的
・
経
済
的
に
活
性
化
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。そ
の
切
り
札
と
な

る
の
が「
教
育
民
泊
」と「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
」（
外
国
か
ら
の
訪
日
観
光
）の
受
け
入
れ

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
策
で
す
。

●
教
育
民
泊
受
入
は
各
集
落
で
約
１
割

　
「
教
育
民
泊
」と
は「
少
人
数
分
泊
を
伴

う
多
自
然
地
域
で
の
教
育
旅
行
」を
意
味

す
る
言
葉
で
、昨
年　

月
、日
本
農
村
生
活

１１

学
会「
第　

回
日
本
農
村
生
活
研
究
大
会

６０

（
東
京
都
）」一
般
報
告
で
初
め
て
用
い
ま
し

た
。

　

教
育
民
泊
受
入
農
林
漁
家
の
各
集
落
総

世
帯
数
に
対
す
る
比
率
を
全
国
数
箇
所
で

調
査
し
て
み
る
と
、最
も
多
く
て
約
１
割
と

な
る
傾
向
が
見
え
て
き
ま
し
た
。今
後
こ
の

「
上
限
１
割
の
法
則
」を
定
量
的
に
裏
付
け

る
べ
く
調
査
対
象
を
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

●
教
育
民
泊
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

　

主
に
日
本
の
学
校
を
対
象
と
す
る
教
育

民
泊
に
対
し
て
、も
う
一
つ
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
な
る
の
が
訪
日
外
国
人
客
を
対
象
と

す
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
」で
す
。ア
ジ
ア
諸

国
を
は
じ
め
と
し
て
、多
く
の
外
国
人
観
光

客
は
東
京
・
京
都
・
大
阪
と
い
っ
た「
ゴ
ー
ル
デ

ン
ル
ー
ト
」を
巡
り
ま
す
が
、あ
ま
り
メ

ジ
ャ
ー
で
な
い
農
山
漁
村
を
巡
る「
バ
リ
ュ
ー

ル
ー
ト
」の
開
拓
が
新
た
な
課
題
と
し
て
浮

上
し
て
い
ま
す
。日
本
の
伝
統
的
な
民
家
に

泊
ま
る「
民
泊
」は
外
国
人
に
と
っ
て
も
非
常

に
魅
力
的
な
滞
在
方
式
で
す
。い
わ
ゆ
る

「
田
舎
」を
持
た
な
い
都
会
で
生
ま
れ
育
っ
た

日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
が「
田
舎
の
家
に
泊

ま
る
」体
験
を
新
鮮
に
感
じ
る
の
と
同
じ
く
、

外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
も
西
洋
化
さ
れ
た

都
会
的
な
ホ
テ
ル
宿
泊
と
異
な
り「
デ
ィ
ー

プ（
奥
深
い
）な
日
本
」を
感
じ
ら
れ
る
民
泊

が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

●
新
し
い
受
け
入
れ
体
制
を

　

も
と
も
と「
民
泊
」と
い
う
言
葉
は
、単
に

「
民
家
に
泊
ま
る
こ
と
」を
意
味
す
る
言
葉

で
す
が
、宿
泊
料
相
当
の
対
価
を
得
る
場
合

も
多
く
、旅
館
業
法
な
ど
に
抵
触
す
る
点

が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
現
状
を

全
国
的
に
調
査
し
た
結
果
、　

県
が「
民
泊

１５

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
、「
ブ
ラ
ッ
ク
・
グ
レ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
」の
民

泊
三
類
型
と
い
う
研
究
結
果
に
整
理
し
ま

し
た
が
、農
林
漁
家
民
宿
に
関
す
る
規
制

緩
和
が
進
み
、京
都
府
内
で
も「
ホ
ワ
イ
ト

民
泊
」が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

福
知
山
市
内
の
農
山
村
集
落
を
中
心
と

し
て
、北
近
畿
エ
リ
ア
周
辺
市
町
村
も
巻
き

込
み
な
が
ら
、広
域
的
な
教
育
旅
行
の
受
け

入
れ
体
制
が
構
築
で
き
れ
ば
、さ
ら
な
る
活

性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、成
美
大
学
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
研
究
所（S

eib
i

‐un
iv
ersity

In
stitu

te
of
N
ew
T
ou
rism

：
略
称
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
）や

観
光
協
会
・
商
工
会
・
農
協
・
森
林
組
合
・
漁

協
・
旅
行
代
理
店
な
ど
各
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら「
教
育
民
泊
受
入
協
議
会
」の

よ
う
な
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
共
同
事
業
体
）の

立
ち
上
げ
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご

質
問
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
成
美
大
学（
℡　

‐
７
１
０
０
・　
　

‐

２４

ＦＡＸ
２４

７
１
７
０
）

成
美
大
学
に
聞
い
て
み
よ
う
！

成
美
大
学
に
聞
い
て
み
よ
う
！ 

「
地
域
地
域
を
元
気
元
気
に
す
る
教
育
民
泊

教
育
民
泊
」
と
は
？ 

成
美
大
学
に
聞
い
て
み
よ
う
！ 

第１回 

「
地
域
を
元
気
に
す
る
教
育
民
泊
」
と
は
？ 

民泊の研究に限らず、大江地域の「大雲水辺の里づくり
研究会」にもファシリテーター（会議の促進役）として
参加し、自然豊かな由良川を活用した「川と人との新た
なふれあいの場づくり」を一緒に考えています

　

農
林
水
産
省
の
外
郭
団
体
で
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
関
係
の
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
、
体
験
型

教
育
旅
行
な
ど
の
宿
泊
先
と
し
て
注
目
を
集
め

る
「
農
山
漁
村
民
泊
」
を
研
究
し
、
平
成　

年
４

２３

月
か
ら
成
美
大
学
で
「
多
自
然
地
域
の
活
性
化
」

に
関
す
る
研
究
・
教
育
に
奮
闘
中
。

今
回
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

成美大学准教授　 中  尾 　 誠  二 
なか お せい じ

都市と農山漁村が共生する 
「元気なニッポン」の姿を 
目指し、皆さんと一緒に研 
究していきたいと考えてい 
ます。 
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　兵庫県篠山市との境をなす 鹿  倉 山（標高５４７．８㍍）の中腹にある轟水満宮の境内の傾斜地
しか ぐら

に、真っ直ぐに空へ向かって伸びるモミの巨木があります。幹周４．８５㍍、樹高２３㍍を測り、

幹周りでは京都府内最大のモミとして知られ、京都府自然２００選にも選ばれています。水満

宮の神木としても地域の信仰を集め、モミの木の根元から絶えず「ゴボゴボ」と湧き出す大

量の清水は、菟原簡易水道の轟浄水場の水源として利用されています。

　この湧き出る清水には、江戸時代、水不足を解消するため水源を探していた地元の 水  口  次 
みず ぐち じ

 郎  左  衛  門 が不思議な声に導かれ、モミの木の根元まで来た
ろう ざ え もん

ときにかすかな水音を聞きとって掘り当てた「 轟  水 」と
とどろき みず

いう民話が伝えられており、以来、この水を水源とする轟

水路が村人達によって 開  削 されて、鹿倉山の 麓 から高い所
かい さく ふもと

まで多数の水田を作る源となりました。「 上  井  根 由来帳」
うわ い ね

（山本家文書）によれば、この轟水路の開削工事は寛永１１

年（１６３４年）１月２８日からはじまり、同１３年４月まで２年

２カ月の月日を費やして完成し、総延長３７町（約４０３６㍍）、

延べ３２２４人の労働力を要したとあります。

　鹿倉山の山中で伸びやかに枝葉を広げ、どっしりと大地

に根を張るモミの木は、黙して何も語りませんが、根元か

ら「ゴボゴボ」と絶え間なく湧き出る清水の音を聞きなが

ら仰ぎ見るモミの巨木からは、水不足解消のために力を尽

くした先人達の歴史の流れを感じることができます。計測中の轟水満宮のモミの木

⑳ ⑳ ⑳ 

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

最
近
、「
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
専
用
指
定
ご
み
袋
」
が
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ
た
ん
知
っ
と
る
か
？

カ
ン
ち
ゃ
ん　

え
？
ど
こ
が
変
わ
っ
た
ん
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

袋
の
表
面
に
細
か
い
凹
凸
が
つ
い
て
ザ
ラ
ザ

ラ
し
た
手
触
り
に
な
っ
と
る
ん
や
で
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

あ
、
言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
や
な
！
何
で
変

わ
っ
た
ん
や
？

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

こ
の
変
更
は
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
で
も

３
種
類
あ
る
指
定
ご
み
袋
を
手
で
触
る
だ
け
で
判
別
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
な
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

ほ
ん
ま
や
！
触
る
だ
け
で
分
か
る
な
〜
！

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
れ
と
、
ご
み
分
別
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
音
声

版
Ｃ
Ｄ
も
で
き
た
ん
や
で
。
ご
み
分
別
の
事
を
分
か
り
や
す

く
文
章
化
し
て
録
音
し
た
も
の
で
、
こ
れ
も
視
覚
に
障
害
の

あ
る
人
の
ご
み
に
対
す
る
疑
問
や
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
せ

る
よ
う
に
作
ら
れ
た
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

そ
う
か
〜
、
そ
う
や
っ
て
ど
ん
な
人
に
と
っ

て
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
な
る
と
良
い
な
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

ほ
ん
ま
や
な
〜
。
今
回
の
指
定
ご
み
袋
の
変

更
や
音
声
版
Ｃ
Ｄ
の
完
成
に
、
市
民
の
人
か
ら
も
お
礼
の
お

手
紙
や
喜
び
の
声
が
届
い
て
る
し
、
こ
れ
か
ら
も
す
こ
し
ず

づ
良
く
な
っ
て
い
け
ば
良
い
な
あ
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

僕
も
一
度
そ
の
Ｃ
Ｄ
を
聴
い
て
み
た
い
わ
〜
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

市
役
所
１
階
の
社
会
福
祉
課
か
環
境
パ
ー
ク

で
無
料
配
布
し
て
る
で
、
行
っ
て
み
た
ら
ど
う
や
？　

音
声

デ
ー
タ
だ
け
や
っ
た
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
で
。　

カ
ン
ち
ゃ
ん　

了
解
！

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
で
使
用
す
る 
挿  
絵 
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
や
、
写
真
な
ど
を
提
供
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
市
長
公
室
広
報
係
（
℡　

‐

さ
し 

え

２４

７
０
０
０
・　
　

‐
７
０
２
３
・
Ｅ
メ
ー
ル　hisyo@

city.fukuchiyam
a.kyoto.jp

）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ＦＡＸ
２４

募集！
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健康増進計画  知っ得シリーズ Ｐａｒｔ22

：みなさんお待たせ～！！　先月号でも予告していた、「ウォーキング交流会」のお知らせだよ♪ 

：市内でもウォーキングしている人は、結構いるんだけど、なかなかつながり合うって難しいよね。 

：そうなんだよね。でも交流会に参加すると「ただ歩く」だけじゃなく、正しいウォーキング姿勢や効果な
どが勉強できるし、ウォーキング仲間と交流することもできる、とってもいい機会なんだ！！ 

：そうだね～☆　ぜひたくさんの人に参加して欲しいね。 

：今回は、鬼で有名な大江地域での開催！！　同じ日に「第１２回大江山鬼っ子マラソン」も開催されるんだよ！！ 

：へぇ～！！　じゃ、ウォーキングとマラソンの同時開催なんだね☆　なんだか、ワクワクするよ♪ 

：それじゃ、詳細をお知らせするから、お友達も誘ってぜひ参加してね～♪ 

けんこウサギちゃん　と１０００歩くんのいきいき健康トーキング 

＋１０００歩の会 & 福知山市　協働事業 － 同 時 開 催 － 

気軽に始められるウォーキングですが、継続していくには、つなが
り合いや仲間づくりも大切です。あなたも、きっかけを見つけに
来ませんか？ 

みんなで新しい堤防を走ろう！！ 
問い合わせ　大江山鬼っ子マラソン実行委員会（大
　　　　　  江支所内 ℡５６‐１１０２・FAX５６‐２０１８） 

と　　き 3月20日（水・祝）  午前9時45分～午後2時30分頃（受付：午前9時～） 

申込開始日 2月13日（水）～　℡23‐2788 
中央保健福祉センター（平日：午前8時30分～午後5時15分） 

参加費用 500円（大江中学校の生徒考案！！ 『鬼ぎり弁当』昼食付） 

と こ ろ  鬼瓦公園・大江町総合会館（KTR大江駅前）※ＫＴＲ利用の人は、福知山駅9：07発があります 

電話での申し込み
が必要！！ 

先着70人 

第一部　午前９時４５分～ 開会式（交流会とマラソンの同時開会式） 
　　　　午前１０時～ ・ウォーキング中の交通事故防止についてのお話　 

 ・ウォーキングの話（姿勢や効果など）・実践　講師：長岡夕岐子さん 
　　　　 ・交流会・＋１０００歩の会　活動発表など　楽しく交流を深めましょう♪ 
昼　食　みんなで『鬼ぎり弁当』をいただきます　食生活改善推進員さんの試食会も開催！！ 
第二部　午後０時４５分～ ウォーキング３．５㌔㍍（由良川堤防と旧街道を歩く） 
　　　　午後２時３０分頃 終了予定 

 第一部　第二部  のみの参加も可能です。※いずれの場合も申し込みが必要です。 

当日の詳細は、申し込みされた人に３月中旬に郵送でお知らせします。 

★動きやすい服装でご参加ください 
★飲み物は各自ご持参ください 
　 雨天時は小雨決行（雨具をご持参ください） 

申込・問い合わせ先 
　福知山市字天田（北本町二区）３５‐１ 
　中央保健福祉センター・健康推進室 
　（℡２３‐２７８８・ＦＡＸ２３‐５９９８） 

申し込み受付中！ 

好評の鬼ぎり弁当 

ながおか  ゆ   き   こ 

���������������������������� 

広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回
２
月　

日
号
は
、
２
月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１５

２１

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
市
長
公
室
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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社会人・市民入試  福知山市特別枠のご案内 

出願条件など詳しくはお問い合わせください 

〔福知山市在住かつ２０１３年４月１日現在で３０歳以上の方〕 

〒６２０‐０８８６ 京都府福知山市字堀３３７０ 
HP.http://uv.seibi-gakuen.ac.jp/ 
ＴＥＬ．０７７３‐２４‐７１００　ＦＡＸ．０７７３‐２４‐７１７０ 

●入学金１００，０００円（２００，０００円免除） 
●授業料４年間全額免除（６９０，０００円免除） 
　〈諸経費は必要です〉 ※編入学は２年間免除 

合格特典 
有 料 広 告 募 集有 料 広 告 募 集

広報ふくちやまで会社・お店をＰＲしてみませんか？

広告枠／（この枠の大きさです）
　　　　縦４８㍉㍍×横８０㍉㍍
広告料／掲載１回につき１万円
印刷部数／３２３００部（各戸配布）
詳しくは、市長公室広報係（℡２４‐７０００・
ＦＡＸ２４‐７０２３）までお問い合わせください。


